
資料３ 

分野名称及び実証ロゴマークの活用法の検討（案）について 

 

１.分野名称について 

 

 山岳トイレし尿処理技術分野においては、実証の対象範囲を、「山岳」から「山麓」、「海浜」、「離島」

へと拡大し、既に実証実績を得ている。 

これらの現状を踏まえ、環境技術実証事業検討会（親検討会）においても「山岳トイレし尿処理技術

分野」の名称を今後検討していく必要があるとの意見が出されている。 

 

現在  名称案 

山岳トイレし尿処理技術分野 

1. 非放流式トイレ技術分野 

2. 非放流式し尿処理技術分野 

3. 自然環境保全型トイレ技術分野 

4. 環境配慮型トイレ技術分野 

5. 環境配慮型し尿処理技術分野 

6. 自然環境地域における非放流式し尿処理

技術分野 

7. 自然環境地域におけるし尿処理技術分野

8. 自然環境地域し尿処理技術分野 

 

２.ロゴマークの活用法の検討について 

 技術ベンダーの参加メリットの向上や、技術ユーザーの導入へのインセンティブとして、ロゴマーク

の活用方法が検討されている。（平成 22 年度 4 月から、各分野において、統一的な運用を開始すること

が想定）各分野自由設定枠の文言の検討と、マークの活用方法を検討したい。 

 

 

名称案（分野自由設定枠） 

1. 処理したものを環境中に排出しないトイレ技術です 

2. 自然に優しいトイレ技術です 

3. 自然を守る！トイレ技術です 

4. その他 

各分野での自由設定枠 

全分野統一枠（仮） 

山岳トイレ技術分野事務局案 



＜参考＞ 

 

○環境省環境技術実証事業ロゴマーク 

 

技術ユーザーが、実証試験結果報告書が承認された対象技術を使用する場合においては、別途定める

「環境省環境技術実証事業ロゴマーク(ユーザー使用表示)」を使用することができる。 

 

＜改訂のポイント＞ 

 

① ロゴマークの意味を明確にユーザーに伝え、ウェブサイトに掲載している実証試験結果報告書へと

繋げる。 

 

② 分野オプション欄：各分野独自の情報発信欄 

 実証項目が予めロゴマークに掲載されていれば、ユーザーにとっては理解度が増し、ウェブサ

イトへのアクセス促進が期待される。 

 実証試験結果を掲載されていれば、申請者が自らの技術をアピールする機会となる。 

 一方、ロゴマークのバリエーションは、分かりにくさを招く場合も考えられるので、記載内容

及びその方法は各分野において一つ限りとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○取組ロゴマーク 
 

取組ロゴマークは、実証済技術により、環境保全に取り組んでいる場合、その期間において、その旨

を表示するために使用することができる（この形態の使用に際し、実証事業関係諸機関への届出や承認

等は特に必要としない。） 


